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我々は、産総研九州センター(鳥栖市)の屋外曝露サイトに設置した各種太陽電池モジュールの

発電量評価を実施している[1-8]。2020年からは、高効率結晶 Si系太陽電池モジュールを中心に

評価を実施している。2021年 3月の応用物理学会では、2020年 2月に追加導入した PERCモジ

ュール(M-3E、M-3F)が、2016年に設置した PERCモジュール(W-1C、W-1D)と同様に、曝露初期

に低下する傾向があることを報告した[9]。今回、高効率結晶 Si系太陽電池モジュールに対し、

2021年 12月までの屋内測定結果の年次推移をまとめたので報告する。屋内測定は、ソーラーシ

ミュレータ(日清紡メカトロニクス社製 PVS1222i-L)を用いて、標準試験条件(1 kW/m2、AM1.5G、

25℃)で測定した。Figure 1は、設置前の初期値で規格化した PERCモジュールの屋内測定結果の

年次推移を示している。2021年に実施した計 5回の屋内測定では、4種類の PERCすべてで夏季

は特性が低下し、冬季は特性が回復する傾向が見られた。この夏季の特性の低下は、モジュール

の温度を鑑みると、LETID[10]に起因することが示唆される。詳細は、当日報告する。 
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Figure 1. Summary of annual trends of PERC PV modules installed 

in our outdoor site. 
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